
令和２年度 

県中域内 高等学校と地域との連携・協働に関する活動事例 

 

団体・企業名等 鏡石町観光協会（鏡石まちの駅「かんかんてらす」） 

高等学校名 岩瀬農業高等学校 

活動の概要 

平成３０年度にオープンした鏡石まちの駅「かんかんてらす」において、当初

より同校生産品を販売している。グローバルギャップ取得数で日本一であること

など、同校生産品は、質・人気ともに高い。 

 また、生徒による力農カフェ等イベントの開催のほか、かんかんてらすでの飲

食商品の開発など連携を行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

今後実践したい

連携・協働活動 

・６次化商品の開発 

・ＥＣサイトへの商品取扱い 

・まちの駅を活用した生徒の販売実習 

・力農祭（学園祭）等におけるキッチンカー出店 

 

 

団体・企業名等 鏡石町観光協会 

高等学校名 岩瀬農業高等学校 

活動の概要 

同校産コシヒカリ（グローバルギャップ取得）で作った無添加あまざけを、ふ

るさと納税返礼品として令和２年１０月より提供開始した（10/6記者発表）。 

 

 

 

 

 

今後実践したい

連携・協働活動 

・ふるさと納税返礼品の商品拡充 

 

 

 

 

 



団体・企業名等 鏡石牧場の朝オランダ・秋祭り実行委員会 

高等学校名 岩瀬農業高等学校 

活動の概要 

生徒が高校生カフェブースを運営する。生徒が同校生産品で作った飲食商品を

提供する。 

 

 

 

 

 

今後実践したい

連携・協働活動 

・学生のアイデアを生かした事業 

・吹奏楽喫茶ほか、部活や特技を生かした事業 

・学園祭と連携した事業 

 

 

団体・企業名等 かがみいし田んぼアート実行委員会 

高等学校名 岩瀬農業高等学校 

活動の概要 

平成２４年から取り組んでいる「かがみいし田んぼアート」事業については、岩

瀬農業高校の授業の一環として協力をいただき、育苗・種まき～種籾採取までの

作業に携わっていただいている。 

 ４月は、生物生産科の学生が手作業で色苗の種を蒔き、２週間程度の育苗の管

理を行っていただき。５月は、環境工学科の学生が、鏡石建設業協同組合の指導

を受けながら、田んぼアートの測量を行い、目印をつけていただく。 

 その後、田植え作業も協力いただき、稲刈り後の色苗の種籾採取も行っていた

だき、１年中田んぼアート事業の主として活動していただいている。 

 

 

 

 

 

今後実践したい

連携・協働活動 

・田んぼアート米・米粉の製品開発（６次化商品） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



団体・企業名等 鏡石町観光協会 

高等学校名 岩瀬農業高等学校 

活動の概要 

町の観光客おもてなし事業の一環として、ヒューマンサービス科の学生の協力

をいただき、鏡石駅前に夏花、冬花の定植作業を行っていただいている。また、

草むしりやその後の環境整備も授業の一環として協力していただいている。 

 

 

 

 

 

今後実践したい

連携・協働活動 

・鏡石駅以外での花によるおもてなし事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


